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平成21年度　　政策企画部　部長マニフェスト

　

　　国庫ｈ歩除菌国庫

重点課題

大阪府の総合力を高めるために

１　戦略本部体制による「意思決定プロセスの改革」

将来の大阪のために

２　大阪・関西発“地方分権改革”の推進

３　関西国際空港の機能向上
４　公私の高校教育のあり方

１【重点課題：意思決定プロセスの改革】

	遂行目標

（プロセス）
	業績目標

（結果）

	【①戦略課題の目標】
	【④ｱｳﾄｶﾑの数値目標】

	・戦略本部体制の確立
	・府政運営の考え方が以前より分かりやすくなったと実感する府民の割合（６割以上）
· 府政が身近になったと感じる府民の割合（６割以上）


	【②施策推進上の目標】
	【③ｱｳﾄﾌﾟｯﾄの数値目標】

	・戦略本部会議の設置・運営
（原則週１回の開催、個別戦略課題の設定と時宜を得た審議を通じたマネジメント）

・部局長マニフェストの制度化

（21年度目標を５月中旬までに設定・公表）

・「府政運営の基本方針（大阪維新2010）」の策定

（７月素案、11月成案策定）
	・部局横断的戦略課題（※）について、戦略本部会議において年度内に方向性・方針を定める。
※５項目

「地域力再生」
「地方分権改革の推進」
「産業活性化（新エネルギー）」
「都市魅力創造」
「障がい者雇用」




３【重点課題：関西国際空港の機能向上】

	遂行目標

（プロセス）
	業績目標

（結果）

	【①戦略課題の目標】
	【④ｱｳﾄｶﾑの数値目標】

	１．関空会社の”民間”の良さを活かした国際拠点空港としての競争力の向上

２．出入国拠点機能の回復・航空便ネットワークの充実


	1．利用コストの低廉化による競争力向上

２．関空会社と連携し、空港利用者・事業者への満足度調査を実施し、評価



	【②施策推進上の目標】
	【③ｱｳﾄﾌﾟｯﾄの数値目標】

	１．府のみならず、経済界や近隣自治体   などオール関西で、関空会社の財務　構造の抜本的改善（有利子負債の　　軽減）をはじめ国の責務の履行を求めていく。

２．○長距離国際定期便の就航誘致の　　ため、エアラインへのインセンティブの効果的活用（関空促進協の就航奨励一時金制度の拡充）

○就航路線拡大に向け、国内外での エアポートプロモーションの実施

（関空促進協の事業として）


	１．○有利子負債の早期軽減に向け、国からの具体方策の提示と実効性の担保を　求める（H22年度国概算要求への反映等）。
○有利子負債残高のさらなる減少


２．○国際拠点空港に相応しい、長距離国際旅客便の就航都市数の増加


○国際航空貨物取扱量のシェア確保
３国際拠点空港に占める関空実績を
約25%以上とする。





４【重点課題：公私の高校教育のあり方】

	遂行目標

（プロセス）
	業績目標

（結果）

	【①戦略課題の目標】
	【④ｱｳﾄｶﾑの数値目標】

	・公私の高校教育のあり方検討を本格的にスタート
	


	【②施策推進上の目標】
	【③ｱｳﾄﾌﾟｯﾄの数値目標】

	・今後の検討に向けた課題抽出・資料の一助とするため、保護者等への調査を実施（６月目途）
・有識者から意見を聴取（６月目途）

・一定の姿を提示（夏頃）
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私の思い　政策企画部長　竹山　修身


政策企画部は、「知事・副知事のトップマネジメントの補佐」や「全庁的な施策の企画・調整」等を担うセクションです。


その責任者として、「つなぐ」の一語に思いを込めて、部の運営にあたっていきます。


今年度の府政運営のキーワードは、「変革と挑戦」。


様々な課題に、これまでの行政慣行にとらわれることなく果敢に挑戦し、将来の大阪を見据えた大きな方向性・方針のもと、全庁の意識がつなぎ合わさった施策を実施します。


そして、大阪府政に関わるあらゆる立場の人たちの力を結集し、その力を存分に発揮していただき、大阪の変革につなげる。


こうした府政運営の実現に大きな役割を果たしていきます。





そこで、今年度は、次の４点に重点的に取り組むこととする。
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《参考》有利子負債残高：1兆1200億円


（H19年度末現在）





《参考》欧米への就航都市数：７都市


（H21.4現在）





《参考》３国際拠点空港に占める


関空実績：24.5％（H19年度）





（案）





施策の進捗状況に応じ、次年度以降、業績目標を設定





施策の進捗状況に応じ、次年度以降、業績目標を設定








＜平成21年4月22日　戦略本部会議資料　：　政策企画部長マニフェスト(案)＞

